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最
近
の
「
舞
姫
」
研
究
を
め
ぐ
っ
て

―
―
「
舞
姫
事
件
」
考
（
そ
の
一
〇
）
―
―

林

尚
孝

は
じ
め
に

拙
論
「
舞
姫
事
件
」
考(
そ
の
一)

が
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
の

は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
爾
来
筆
者
は
エ
リ
ー

(

１)

ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
に
ま
つ
わ
る
論
考
を
い
く
つ
か
執
筆

し
て
き
た
。
こ
の
六
年
余
の
間
に
エ
リ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト

（
２
）
～
（
９
）

研
究
は
大
き
く
進
展
し
た
。
拙
論
も
、
①
来
日
ド
イ
ツ
人
女
性

の
名
は
エ
リ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
で
あ
り
、
エ
リ
ー
ゼ
・
ワ

イ
ゲ
ル
ト
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
、
②
彼
女
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
は

(
1
0)

な
い
こ
と
、
③
「
小
金
井
良
精
日
記
」
の
翻
刻
に
「
軍
医
学
舎

(
11
)

一
件
ア
リ
」
と
い
う
重
要
な
文
言
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
を
発

(
12
)

見
す
る
な
ど
、
多
少
は
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
自
負
し
て
い
る
。
だ
が
、
近
年
の
エ
リ
ー
ゼ
研
究
で
何
よ

り
重
要
な
発
見
は
、
六
草
い
ち
か
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
教
会

公
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
「
教
会
簿
」
の

中
か
ら
、
エ
リ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
に
関
す
る
い
く
つ
か
の

重
要
資
料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

(
1
3
)

エ
リ
ー
ゼ
・
マ
リ
ー
・
カ
ロ
リ
ー
ネ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
と
い
う

そ
の
フ
ル
ネ
ー
ム
ば
か
り
か
、
そ
の
誕
生
日
、
出
生
地
、
さ
ら

に
は
、
両
親
と
妹
に
関
す
る
史
実
ま
で
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

一
九
八
一
年
に
英
字
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
船
客
名
簿
か
ら
、
エ

リ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
と
い
う
姓
名
と
来
日
・
離
日
の
日
時

が
特
定
さ
れ
て
以
来
の
、
い
や
そ
れ
を
上
回
る
画
期
的
な
発
見

(
1
4)

で
あ
る
。
六
草
は
、
そ
の
後
も
エ
リ
ー
ゼ
に
つ
い
て
探
索
を
続

け
、
帰
国
後
一
六
年
間
独
身
を
通
し
た
末
、
①
一
九
〇
五
年
七

月
、
三
八
歳
で
結
婚
し
た
こ
と
、
②
そ
の
死
は
、
戦
後
の
一
九

五
三
年
、
享
年
八
六
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
彼
女
に
二
人
の
妹
と

弟
が
い
た
こ
と
、
④
生
き
て
い
る
妹
の
孫
の
存
在
を
探
し
あ
て
、

⑤
家
族
の
間
で
は
エ
リ
ー
ゼ
が
日
本
に
行
っ
た
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
⑥
さ
ら
に
は
中
年
に
な
っ
て
か

『鷗外』94号
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ら
で
は
あ
る
が
エ
リ
ー
ゼ
の
写
真
ま
で
捜
し
出
し
て
い
る
。
こ

(
1
5
)

れ
か
ら
も
、
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
六
草
に
、
現
地
な
ら
で
は
の
史

料
発
掘
と
そ
の
粘
り
強
く
綿
密
な
調
査
に
よ
る
更
な
る
発
見
を

期
待
し
た
い
。

筆
者
の
現
在
の
関
心
は
、
「
舞
姫
」
が
エ
リ
ー
ゼ
帰
国
後
一

年
三
ヵ
月
目
に
な
ぜ
発
表
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
絞
ら
れ
て
い

る
。
「
舞
姫
」
の
内
容
と
同
時
に
、
発
表
の
時
期
に
重
要
な
意

味
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
論
考
を
発
表
し
、
「
舞
姫
事
件
考
」
シ
リ
ー
ズ
に
終

止
符
を
打
と
う
と
考
え
た
。
そ
の
前
段
と
し
て
、
六
草
い
ち
か

に
よ
る
新
事
実
発
見
後
の
「
舞
姫
」
に
関
す
る
最
近
の
論
考
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必
要
性
を
感
じ
た
。

二
〇
一
一
年
以
降
発
表
さ
れ
た
「
舞
姫
」
に
関
わ
る
論
稿
は

多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
清
田
文
武
編
著

『
森
鷗
外
『
舞
姫
』
を
読
む
』
が
刊
行
さ
れ
、
同
書
に
一
七
篇

(
1
6
)

も
の
論
考
が
収
載
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
空
白
が
一
挙
に
埋
め

ら
れ
た
形
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
先
立
つ
同
年
一
月
に
は
小

堀
桂
一
郎
の
大
著
『
森
鷗
外

日
本
は
ま
だ
普
請
中
だ
』
も
刊
行

(
1
7
)

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
小
堀
の
評
伝
と
清
田
文
武
編

著
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
坂
井
健
論
文
の
二
つ
を
取
り
あ
げ
、
そ

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
を
と
く
に
念
頭
に
お
い
た
。

第
一
に
、
エ
リ
ー
ゼ
の
来
日
目
的
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。
第
二
に
、
エ
リ
ス
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
エ
リ
ー
ゼ

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。
第
三
に
、
エ
リ
ー
ゼ

と
エ
リ
ス
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
「
実
在
の
エ
リ
ス
」
と
「
舞

姫
の
エ
リ
ス
」
と
表
記
さ
れ
て
き
た
の
を
、
ど
の
よ
う
に
扱
っ

て
い
る
の
か
。

「
舞
姫
」
論
の
現
状

「
舞
姫
」
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
エ
リ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト

に
つ
い
て
は
、
長
い
間
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。
問
題
を
混
迷

さ
せ
た
原
因
は
、
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
女
性
の
存
在
を
最
初
に

明
ら
か
に
し
た
小
金
井
喜
美
子
の
証
言
に
偽
り
が
多
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
喜
美
子
が
そ
の
女
性
の
名
を
「
舞
姫
」

(
1
8
)

の
ヒ
ロ
イ
ン
と
同
名
の
「
エ
リ
ス
」
と
呼
ん
だ
た
め
、
来
日
し

た
女
性
を
「
実
在
の
エ
リ
ス
」
と
呼
び
、
「
舞
姫
の
エ
リ
ス
」

と
区
別
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
代
が
長
い
間
続
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
に
中
川
浩
一
・
沢
護
が
英
字
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

船
客
名
簿
か
ら
、
彼
女
の
姓
名
が
エ
リ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
か
ら
も
、
彼
女
に
つ
い
て
の
認

(
1
9
)
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識
は
混
乱
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ゼ
を
「
財
産
目
当
て

の
女
」
、「
路
頭
の
花
」
、「
娼
婦
」
、「
賤
女
」
、「
ユ
ダ
ヤ
人
」
、「
仕

(
2
0
)

(
2
1
)

(
2
2
)

(
2
3
)

(
2
4
)

立
物
師
の
娘
」
と
す
る
諸
説
が
生
ま
れ
た
。
最
近
で
も
、
十
五

(
2
5
)

歳
の
別
名
の
少
女
、
ア
ン
ナ
・
ベ
ル
タ
・
ル
イ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー

ゲ
ル
ト
こ
そ
、
鷗
外
の
恋
人
で
あ
っ
た
と
す
る
「
百
二
十
年
後

の
真
実
」
さ
え
、
テ
レ
ビ
と
単
行
書
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ

(
2
6
)

(
2
7
)

ク
ス
で
、
大
々
的
に
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

六
草
い
ち
か
に
よ
る
発
見
は
こ
の
混
乱
に
決
着
を
つ
け
た
。

と
り
わ
け
エ
リ
ー
ゼ
が
生
ま
れ
た
土
地
の
名
が
「
シ
ュ
チ
ェ
チ

ン
」
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
「
舞
姫
」
に
は
エ
リ
ス
の

(
2
8
)

言
と
し
て
、
「
ス
テ
ツ
チ
ン
わ
た
り
の
農
家
に
遠
き
縁
者
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
六
草
が
エ
リ
ー
ゼ
ば
か
り
か

そ
の
母
も
シ
ュ
チ
ェ
チ
ン
の
生
ま
れ
で
あ
る
事
実
を
発
見
し
た

こ
と
で
、
こ
の
一
文
の
謎
は
解
け
た
。
い
ま
だ
に
、
六
草
が
発

掘
し
た
記
録
が
来
日
し
た
女
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を

い
だ
く
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
「
シ
ュ
チ
ェ
チ
ン
」
と
い
う

そ
の
誕
生
地
の
名
は
、
「
舞
姫
」
の
モ
デ
ル
が
エ
リ
ー
ゼ
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
来
日
し
た
女
性
が
、
一

八
六
六
年
九
月
一
五
日
生
ま
れ
の
エ
リ
ー
ゼ
・
マ
リ
ー
・
カ
ロ

リ
ー
ネ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
エ
リ
ー
ゼ
が
帽
子
製
作
者
で
あ
っ
た
事
実
も
判
明
し

た
が
、
こ
れ
も
「
帽
子
会
社
の
意
匠
部
に
勤
め
る
約
束
」
が
あ

っ
た
と
す
る
小
金
井
喜
美
子
の
回
想
と
整
合
的
で
あ
る
。
さ
ら

(
2
9
)

に
、
エ
リ
ー
ゼ
の
親
族
間
で
は
、
彼
女
が
日
本
を
訪
問
し
た
こ

と
が
あ
る
事
実
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
だ
け
の

事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
六
草
の
発
見
に
疑

い
を
い
だ
く
人
び
と
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
最
近
の
「
舞
姫
」
研

究
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
。

小
堀
桂
一
郎
著
『
森
鷗
外

日
本
は
ま
だ
普
請
中
だ
』

小
堀
桂
一
郎
著
『
森
鷗
外
』
は
鷗
外
の
全
生
涯
を
描
く
大
著

(
3
0
)

で
あ
る
。
著
者
の
長
年
の
研
究
蓄
積
を
反
映
し
、
教
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
も
多
い
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
「
舞
姫
」
に
つ
い
て
は

第
四
章
「
評
論
家
時
代
」
の
「
文
学
分
野
」
の
中
で
「
創
作
短

編
三
作
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

原
書
で
一
頁
ほ
ど
、
さ
し
て
長
い
も
の
で
は
な
い
の
で
ま
ず
以

下
に
全
文
を
引
用
し
て
お
く
。

「
舞
姫
」
は
ド
イ
ツ
で
の
體
験
を
素
材
と
す
る
創
作
と

し
て
は
素
材
と
の
時
間
的
距
離
の
最
も
近
い
、
留
學
最
後

の
年
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
自
ら
の
經
験
に
想
を
得
、
材
料
に
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用
ゐ
て
ゐ
た
。
形
式
と
し
て
は
、
冒
頭
に
置
か
れ
た
主
人

公
の
、
歸
國
の
旅
の
船
中
で
の
悲
痛
な
記
憶
の
絡
ま
る
感

慨
を
記
す
こ
と
で
筆
を
起
し
、
そ
の
感
慨
の
由
つ
て
来
る

所
以
を
回
顧
的
に
解
明
・
記
述
し
て
ゆ
く
、
所
謂
「
分
析

的
手
法
」
に
よ
る
短
篇
小
説
の
模
範
を
呈
示
し
て
み
せ
た

と
い
ふ
趣
向
の
も
の
だ
つ
た
。
只
そ
の
材
料
と
し
た
ベ
ル

リ
ン
時
代
の
愛
人
と
の
同
棲
に
せ
よ
、
創
作
着
想
の
内
面

的
契
機
を
な
す
未
完
に
終
つ
た
悲
戀
へ
の
哀
惜
に
せ
よ
、

そ
れ
は
作
者
の
近
い
過
去
に
於
け
る
實
際
の
體
驗
か
ら
材

を
得
て
ゐ
る
だ
け
に
、
且
つ
そ
れ
が
作
品
の
中
で
は
一
人

稱
を
以
て
語
ら
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
如
何
に
も
切
實
な
語

り
口
で
綴
ら
れ
て
ゐ
る
點
、
讀
者
に
訴
へ
る
力
は
強
く
、

非
常
な
評
判
を
呼
ん
だ
。
加

之
、
作
者
の
森
林
太
郎
の
歸

の
み
な
ら
ず

國
直
後
に
、
一
船
遲
ら
せ
る
と
い
ふ
形
で
後
を
追
つ
て
き

た
ベ
ル
リ
ン
時
代
の
愛
人
の
存
在
と
去
就
は
、
眞
面
目
一

方
と
見
ら
れ
た
秀
才
の
陸
軍
一
等
軍
醫
の
身
に
と
つ
て
は

華
や
か
さ
十
分
の
艶
聞
で
あ
り
、
現
代
風
に
言
へ
ば
絶
好

の
週
刊
誌
種
で
あ
り
、
世
間
の
好
奇
心
の
的
で
あ
つ
た
。

そ
の
こ
と
も
あ
つ
て
、
こ
の
短
篇
は
當
時
か
ら
始
ま
つ
て

明
治
四
十
年
代
に
最
高
潮
に
逹
す
る
作
者
の
告
白
小
説
の

一
種
で
あ
る
か
の
様
に
受
取
ら
れ
も
し
た
。
こ
の
見
方
は

國
文
學
史
の
世
界
で
は
か
な
り
根
強
い
も
の
で
、
明
治
大

正
文
學
に
特
有
の
「
私
小
説
」
に
對
す
る
如
き
扱
ひ
が
、

作
者
の
藝
術
的
抱
負
を
か
な
り
歪
め
た
も
の
に
し
て
し
ま

つ
た
解
釋
の
歴
史
は
長
い
。
作
者
が
主
た
る
作
中
人
物
の

内
に
自
身
の
體
驗
に
發
す
る
感
情
移
入
を
強
く
書
き
込
ん

で
ゐ
る
こ
と
は
間
違
ひ
な
い
が
、
制
作
動
機
自
體
は
、
西

歐
近
代
の
短
篇
小
説
理
論
の
研
究
成
果
に
立
脚
し
て
の
、

新
時
代
の
文
學
の
様
式
と
趣
味
は
か
く
あ
る
べ
し
と
の
、

範
例
呈
示
の
試
み
で
あ
る
。(

二
〇
六
～
二
〇
七
頁)

小
堀
の
長
大
な
森
鷗
外
伝
に
お
い
て
「
舞
姫
」
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
の
は
、
以
上
で
す
べ
て
で
あ
る
。
鷗
外
の
処
女
作
に

対
す
る
記
述
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
簡
単
に
過
ぎ
る
と
の
印
象

は
ぬ
ぐ
い
が
た
い
。
七
〇
〇
頁
を
超
え
る
大
著
に
お
い
て
、
作

家
・
鷗
外
の
誕
生
を
告
げ
る
作
品
を
、
こ
れ
だ
け
で
済
ま
せ
て

良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
七
章
に
お
け
る
創
作
諸
編
の
解
説

の
詳
し
さ
、
第
八
章
の
史
伝
に
関
す
る
論
評
の
精
密
さ
と
比
べ

る
と
、
鷗
外
作
品
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
良
く
知
ら
れ
、
も
っ

と
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
「
舞
姫
」
に
対
す
る
著
者
の
扱
い
の

軽
さ
に
、
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
森
林
太
郎
の
生
涯
に
と
っ
て
、
エ
リ
ー
ゼ

と
の
恋
愛
関
係
は
、
小
さ
か
ら
ぬ
意
味
を
も
っ
た
出
来
事
だ
っ
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た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
著
者
は
、
森
林
太
郎
と
彼
女
と
の
関

係
を
「
ま
あ
醜
聞
と
偁
し
て
よ
い
翳
の
部
分
」
と
評
価
し
、
さ

ら
に
は
「
ベ
ル
リ
ン
で
の
数
箇
月
足
ら
ず
の
関
係
を
有
し
た
だ

け
の
路
傍
の
花
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
金
井
喜

美
子
の
回
想
し
か
拠
る
べ
き
史
料
が
な
か
っ
た
時
と
は
違
い
、

今
日
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
著
者
の
判
断
は
、
多
く
の
読
者
の

納
得
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
の
共
同
研
究
者
で
あ
る
小
平
克
は
、
「
エ
リ
ー
ゼ
体
験
」

が
「
我
百
首
」
や
『
う
た
日
記
』
な
ど
の
詩
歌
に
詠
み
込
ま
れ
、

(
3
1
)

(
3
2
)

さ
ら
に
「
普
請
中
」
や
「
雁
」
な
ど
数
多
く
の
作
品
に
も
影
を

落
と
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
著
者
も
山
﨑
國
紀
『
評

伝
森
鷗
外
』
を
紹
介
す
る
形
で
「
木
精
」
や
「
普
請
中
」
に
エ

(
3
3
)

リ
ー
ゼ
残
像
と
の
決
別
を
見
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
作
家

・
鷗
外
に
と
っ
て
、
エ
リ
ー
ゼ
の
存
在
は
重
要
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
。
そ
の
関
係
を
「
醜
聞
と
偁
し
て
よ
い
翳
の
部
分
」
と

評
価
す
る
だ
け
で
済
ま
せ
る
訳
に
は
行
く
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
小
堀
桂
一
郎
著
『
森
鷗
外
』
は
、
森
林
太
郎
と
い
う
ひ
と

り
の
男
に
と
っ
て
、
エ
リ
ー
ゼ
と
の
出
会
い
が
も
っ
た
意
義
を

意
識
的
に
軽
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

エ
リ
ー
ゼ
が
な
ぜ
来
日
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
ほ
と

ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
「
森
林
太
郎
の
歸
國
直
後

に
、
一
船
遲
ら
せ
る
と
い
ふ
形
で
後
を
追
つ
て
き
た
ベ
ル
リ
ン

時
代
の
愛
人
の
存
在
と
去
就
」
と
書
き
、
従
来
の
解
釈
を
踏
襲

し
て
い
る
。
「
後
を
追
つ
て
き
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
彼
女

は
鷗
外
が
マ
ル
セ
ー
ユ
を
出
帆
す
る
よ
り
四
日
前
に
ブ
レ
ー
マ

ー
ハ
ー
フ
ェ
ン
を
出
航
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ル

リ
ン
を
三
週
間
前
に
出
発
し
て
パ
リ
に
滞
在
中
の
鷗
外
に
、
エ

リ
ー
ゼ
は
出
航
の
事
実
を
連
絡
し
て
い
る
。
鷗
外
が
横
浜
に
帰

(
3
4
)

着
す
る
の
を
見
計
ら
い
四
日
後
に
エ
リ
ー
ゼ
は
横
浜
港
に
到
着

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
実
か
ら
み
て
、
二
人
は
彼
女
の
来
日

に
つ
い
て
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
勝
手
に
「
後

を
追
つ
て
き
た
」
わ
け
で
は
な
い
。

同
書
の
年
譜
も
問
題
で
あ
る
。
エ
リ
ー
ゼ
来
日
の
事
実
が
記

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
定
本
と
さ
れ
る
一
九
七
一
年
版
の

『
鷗
外
全
集
』
に
も
同
様
な
欠
落
が
あ
っ
た
。
「
あ
と
が
き
」

(
3
5
)

に
よ
れ
ば
年
譜
作
成
は
編
集
者
に
委
ね
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
も
エ
リ
ー
ゼ
来
日
の
事
実
を
軽
視
し
て
い
る
著
者
の
考

え
方
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

小
堀
の
鷗
外
評
伝
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
の
刊
行
で
あ
る
が
、

「
舞
姫
」
が
な
ぜ
書
か
れ
、
な
ぜ
そ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
の
手
が
か
り
は
ま
っ
た
く
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
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坂
井
健
論
文
「
『
舞
姫
』
は
な
ぜ
書
か
れ
た
か
？
」

清
田
文
武
編
著
『
森
鷗
外
『
舞
姫
』
を
読
む
』
は
、
エ
リ
ー

(
3
6
)

ゼ
の
実
在
が
解
明
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
「
舞
姫
」
論
集
で
あ

る
。
帯
に
は
「
『
舞
姫
』
研
究
の
到
達
点
を
示
す
」
と
あ
り
、「
舞

姫
」
を
め
ぐ
る
一
七
篇
の
論
文
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
論

集
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
、
坂
井
健
論
文
で
あ
り
、
そ

の
タ
イ
ト
ル
は
「
『
舞
姫
』
は
な
ぜ
書
か
れ
た
か
？
」
で
あ
る
。

(
3
7
)

筆
者
の
問
題
意
識
と
も
重
な
る
テ
ー
マ
で
、
大
き
な
期
待
を
い

だ
い
て
読
み
始
め
た
。
だ
が
残
念
な
が
ら
、
そ
の
期
待
は
裏
切

ら
れ
た
。
率
直
に
言
っ
て
、
筆
者
に
は
、
著
者
が
本
稿
を
い
か

な
る
意
図
で
、
ど
の
よ
う
な
読
者
を
念
頭
に
、
何
を
主
張
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
各
節
の
論
旨
は
そ

れ
な
り
に
分
か
る
の
だ
が
、
論
考
全
体
の
骨
格
が
は
っ
き
り
し

な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
『
舞
姫
』
研
究
の
到
達
点
を
示
す
」

こ
と
を
め
ざ
す
、
鷗
外
生
誕
一
五
〇
年
記
念
論
集
の
巻
頭
に
本

論
文
を
置
い
た
編
者
の
意
図
も
、
理
解
不
能
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
、
同
論
文
の
節
の
組
立
て
と
分
量
を
み
て
お
こ
う
。

「
は
じ
め
に
」
一
頁
、
「
一

作
品
の
主
題
」
三
頁
、
「
二

執
筆

動
機
に
つ
い
て
の
研
究
」
九
頁
半
、「
三

森
家
が
恐
れ
た
「
噂
」
」

一
頁
半
、
「
四

『
細
君
』
と
の
関
わ
り
」
三
頁
、
「
五

「
し
が

ら
み
草
紙
」
の
『
舞
姫
』
評
か
ら
」
二
頁
、
「
お
わ
り
に
」
六

頁
半
、
「
注
」
二
頁
半
、
総
計
二
九
頁
の
論
考
で
あ
る
。

著
者
は
「
は
じ
め
に
」
で
、
そ
の
問
題
意
識
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

『
舞
姫
』
は
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
へ
ん
て
こ
な
作
品

だ
。
エ
リ
ス
と
い
う
実
在
の
女
性
が
鷗
外
を
追
っ
て
日
本

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
今
で
は
専
門
家
で
な
く
て
も

知
っ
て
い
る
く
ら
い
だ
が
、
当
時
の
一
般
読
者
は
知
る
は

ず
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
自
分
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

を
ほ
の
め
か
す
よ
う
な
作
品
を
、
出
世
前
の
鷗
外
が
書
く

と
い
う
の
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
も
、
『
舞
姫
』
発

表
当
時
、
鷗
外
は
新
婚
生
活
を
送
っ
て
い
た
、
と
い
う
事

実
を
知
る
な
ら
、
新
妻
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
『
舞
姫
』

を
読
ん
だ
の
か
と
考
え
る
だ
け
で
も
、
残
酷
な
気
が
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
新
妻
は
、
エ
リ
ス
が
日
本
に
来
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
『
舞
姫
』

は
、
発
表
前
に
森
家
の
家
族
の
前
で
朗
読
さ
れ
て
い
た
と

い
う
証
言
に
接
す
る
時
、
ま
す
ま
す
訳
が
分
か
ら
な
く
な

る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
全
体
、
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
『
舞

姫
』
は
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
（
三
頁
）

こ
う
し
た
疑
問
は
筆
者
の
問
題
意
識
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
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次
に
「
一

作
品
の
主
題
」
に
お
い
て
は
、
「
作
品
自
体
の
主

題
と
作
家
論
的
文
脈
か
ら
考
え
ら
れ
る
執
筆
動
機
」
に
つ
い
て

峻
別
す
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
主
題
と
執
筆

動
機
と
が
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
区
別
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
、
疑

問
は
残
る
が
、
作
品
と
作
家
と
を
区
別
し
て
論
ず
べ
き
で
あ
る

と
い
う
の
は
、
私
の
か
ね
て
か
ら
の
主
張
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
坂
井
論
文
は
、
小
説
と
事
実
と
を
混
同
す
べ
き
で

は
な
い
と
言
い
つ
つ
「
エ
リ
ー
ゼ
」
と
す
べ
き
箇
所
を
、
す
べ

て
「
エ
リ
ス
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
引
用
文
中
に
一
ヵ

所
エ
リ
ー
ゼ
の
名
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
九
八
ヵ
所
は
す
べ

て
エ
リ
ス
で
あ
る
。
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
来

日
し
た
女
性
は
エ
リ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
で
あ
り
、
エ
リ
ス

で
は
な
い
。
著
者
は
六
草
の
発
見
し
た
事
実
を
無
視
し
た
ば
か

り
か
、
一
九
八
一
年
に
中
川
浩
一
・
沢
護
が
船
客
名
簿
か
ら
来

日
女
性
の
姓
名
を
エ
リ
ー
ゼ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
ル
ト
と
特
定
し
た
成

果
を
も
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
一

作
品
の
主
題
」
の
節
の
最
後
で
は
、「
要
す
る
に
、『
舞

姫
』
の
主
人
公
太
田
豊
太
郎
は
、
徹
頭
徹
尾
〈
薄
志
弱
行
〉
の

人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
薄
志

弱
行
で
あ
っ
た
自
分
に
対
す
る
主
人
公
の
悔
恨
と
そ
れ
を
強
い

た
社
会
通
念
へ
の
恨
み
こ
そ
が
こ
の
作
品
の
基
本
と
な
る
主
題

な
の
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
筆
者
も
同
意
し
う
る

主
張
で
あ
る
。

「
二

執
筆
動
機
に
つ
い
て
の
研
究
」
の
節
は
、
本
論
文
の

三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
本
稿
の
主
要
論
点
の
ひ
と
つ
で
あ

ろ
う
。
内
容
的
に
は
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
史
で
あ
る
。

（
一
）
昭
和
三
十
年
代
、
（
二
）
昭
和
四
十
年
代
、
（
三
）
昭
和

五
十
年
代
①
、
（
四
）
昭
和
五
十
年
代
②
の
四
部
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
な
ぜ
か
研
究
史
は
こ
こ
で
終
わ
り
、
以
後
の

研
究
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
同
稿
全
体
と
し
て
も
、
著
者

が
参
照
し
て
い
る
文
献
で
最
近
の
も
の
は
二
〇
〇
一
年
に
刊
行

さ
れ
た
文
献
、
そ
れ
も
「
西
周
日
記
」
の
翻
刻
で
あ
る
。
ま
た

研
究
論
文
で
参
照
さ
れ
て
い
る
最
新
の
も
の
が
、
何
と
一
九
九

二
年
な
の
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
「
執
筆
動
機
に
つ
い
て
の

研
究
」
は
「
昭
和
五
十
年
代
」
ま
で
で
十
分
だ
と
考
え
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
で
も
、
最
低
限
、
こ
の
二
十
年

余
の
研
究
に
つ
い
て
論
究
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
「
『
舞
姫
』
研
究
の
到
達
点
を
示
す
」
と
謳
う
論
集

の
巻
頭
論
文
が
、
四
半
世
紀
前
の
研
究
ま
で
し
か
参
照
し
て
い

な
い
の
は
異
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
節
で
の
著
者
自
身
の
主
張
点
は
「
昭
和
五
十

年
代
①
」
の
末
尾
に
あ
る
、
次
の
箇
所
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
鷗
外
が
、
主
人
公
と
山
縣

有
朋
と
の
関
係
の
深
さ
を
暗
示
す
る
「
天
方
伯
」
を
作
中

に
描
き
込
む
こ
と
は
、
成
瀬
氏
の
い
う
よ
う
な
、
単
な
る

当
て
こ
み
と
は
考
え
に
く
い
。
も
ち
ろ
ん
、
山
縣
有
朋
は
、

豊
太
郎
の
よ
う
に
サ
イ
ゴ
ン
経
由
で
日
本
に
帰
っ
て
き
て

は
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ワ
イ
を
経

て
帰
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
、
太
田
豊
太
郎
は
、
森
林

太
郎
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
架
空
の
人
物
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
舞
姫
』
を
手
に
す
る
一
般
読
者

に
と
っ
て
は
、
「
天
方
伯
」
は
、
た
し
か
に
当
て
こ
み
以

外
の
何
物
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
「
噂
」

で
あ
る
に
し
ろ
、
エ
リ
ス
に
つ
い
て
の
「
噂
」
を
い
く
ら

か
で
も
聞
き
知
っ
て
い
た
軍
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
当
然
、

別
の
意
味
を
も
つ
は
ず
だ
。

『
舞
姫
』
の
自
筆
原
稿
は
、
初
め
「
鷗
外
漁
史
作
」
と

記
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
、
上
か
ら
紙
を
貼
っ
て
、
「
鷗

外
森
林
太
郎
著
」
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
初
出
の
『
国

民
之
友
』
の
本
文
（
一
八
九
〇
年
一
月
）
は
こ
れ
に
従
っ

て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
こ
の
作
品
が
鷗
外
と
い
う
文
人

の
作
で
あ
る
と
同
時
に
、
森
林
太
郎
そ
の
人
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
宣
言
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
品
は
、
森
林
太

郎
を
知
る
人
と
、
そ
う
で
な
い
一
般
読
者
と
の
両
方
に
発

信
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

ど
う
や
ら
、
著
者
は
、
「
舞
姫
」
執
筆
の
動
機
と
し
て
、
鷗

外
に
は
エ
リ
ー
ゼ
に
関
す
る
噂
を
抑
え
込
む
意
図
が
あ
っ
た
の

だ
、
と
主
張
し
た
い
ら
し
い
。
本
論
の
残
り
三
節
す
べ
て
が
、

こ
う
し
た
「
噂
」
の
追
求
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
は

「
三

森
家
が
恐
れ
た
〈
噂
〉
」
で
あ
る
。
著
者
は
小
金
井
喜

美
子
の
回
想
を
援
用
し
た
上
で
、
こ
の
節
を
次
の
よ
う
に
結
ん

で
い
る
。森

家
と
し
て
恐
れ
た
の
は
、
鷗
外
が
、
今
も
何
ら
か
の

形
で
そ
の
女
性
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
、
「
噂
」
が

広
ま
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
い
う
な
ら
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
鷗
外
と
エ
リ
ス
と
交
際
が
明
る
み
に
出
た
と

し
て
も
、
さ
ほ
ど
の
痛
手
は
こ
う
む
ら
な
い
。
い
や
、
む

し
ろ
、
実
際
に
エ
リ
ス
が
来
日
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
噂
が
広
が
る
よ
り
も
、
鷗
外
が
ド
イ
ツ
に
女
性

を
捨
て
て
き
た
の
だ
と
い
う
「
噂
」
が
広
が
っ
た
方
が
好

都
合
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
判
断
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
（
一
七
頁
）

森
家
が
こ
う
し
た
「
判
断
」
を
抱
い
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
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得
よ
う
。
だ
が
、
こ
こ
か
ら
自
然
に
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、
「
舞

姫
」
の
真
実
の
著
者
は
鷗
外
で
は
な
く
、
森
家
の
意
向
を
代
表

す
る
母
峰
子
で
あ
っ
た
と
の
結
論
で
あ
る
。
だ
が
、
峰
子
に
ベ

ル
リ
ン
の
情
景
を
描
く
知
識
も
筆
力
も
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ

る
。
推
論
と
し
て
成
り
立
ち
う
る
の
は
、
鷗
外
が
母
の
意
向
に

従
っ
て
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
し
か
な
か
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ

も
あ
り
得
る
推
論
で
は
な
く
、
著
者
自
身
も
、
後
段
で
は
、
本

節
と
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
本
節
は
、
い
か

な
る
目
的
で
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
坂
井
論
文
全
体
の

論
旨
が
分
か
り
に
く
い
一
因
は
本
節
に
あ
る
。

「
四

『
細
君
』
と
の
関
わ
り
」
で
は
、
「
舞
姫
」
の
ち
ょ

う
ど
一
年
前
の
『
国
民
之
友
』
に
掲
載
さ
れ
た
坪
内
逍
遙
の
「
細

君
」
と
「
舞
姫
」
と
の
共
通
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結

論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

野
口
寧
斎
の
こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
『
舞
姫
』
発
表
の

時
点
で
さ
え
、
『
細
君
』
の
モ
デ
ル
問
題
が
記
憶
に
新
し

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
舞
姫
』
執
筆

の
時
点
で
エ
リ
ス
事
件
に
関
す
る
「
噂
」
が
あ
っ
た
可
能

性
は
十
分
存
在
す
る
の
だ
。

次
の
節
、
「
五

『
し
が
ら
み
草
紙
』
の
『
舞
姫
』
評
か
ら
」

は
、
前
節
を
受
け
て
『
舞
姫
』
の
モ
デ
ル
問
題
に
ま
つ
わ
る
「
舞

姫
評
」
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
る
。
以
上
二
節
か
ら
結
論
さ

れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
主
張
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
当
時
の
一
般
の
読
者
は
、
太
田
豊
太
郎
の
モ

デ
ル
が
鷗
外
で
は
な
い
と
い
う
前
提
で
こ
の
作
品
を
読
ん

で
い
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
『
舞
姫
』
は
二
重
性
を
も
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
エ
リ
ス
事
件
に
つ
い
て
な
ん
ら
か
の
「
噂
」
を
知

っ
て
い
る
軍
関
係
者
と
、
そ
の
よ
う
な
「
噂
」
と
は
、
ま

っ
た
く
関
係
の
な
い
一
般
読
者
と
の
両
方
に
向
け
て
書
か

れ
て
い
る
の
だ
。
前
者
は
、
鷗
外
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
前
提
に
読
み
、
後
者
は
、
ま
っ
た
く
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
読
む
の
で
あ
る
。

い
や
、
二
重
性
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
『
舞
姫
』
は
、
森

家
の
家
族
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
野

口
寧
斎
が
「
名
誉
の
奴
隷
と
な
る
」
と
認
定
し
た
よ
う
に
、

太
田
豊
太
郎
は
、
出
世
欲
の
た
め
に
エ
リ
ス
を
捨
て
た
も

の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
森
家
の
人
々
に
対
し
て
、
鷗

外
は
、
エ
リ
ス
を
捨
て
た
の
は
自
分
の
名
誉
欲
の
た
め
な

の
だ
、
と
宣
言
し
て
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
や
む

を
得
ぬ
選
択
で
あ
っ
た
と
自
分
を
慰
め
て
も
い
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
三
重
、
四
重
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
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あ
る
。
（
二
二
頁
）

こ
れ
こ
そ
本
論
文
が
も
っ
と
も
主
張
し
た
い
点
な
の
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
鷗
外
は
「
舞
姫
」
を
、
「
エ
リ
ス
」
の
モ
デ
ル
に

つ
い
て
噂
し
て
い
る
軍
関
係
者
と
「
噂
」
を
知
ら
な
い
一
般
読

者
、
さ
ら
に
は
事
実
を
知
っ
て
い
る
森
家
の
家
族
ら
に
向
け
て

執
筆
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
鷗
外
自
身
も
、
「
舞
姫
」

の
執
筆
に
よ
っ
て
、
エ
リ
ー
ゼ
と
の
別
離
は
や
む
を
得
ぬ
選
択

で
あ
っ
た
と
自
ら
を
慰
め
た
の
だ
、
と
。
こ
の
主
張
は
「
森
家

が
恐
れ
た
噂
」
の
筋
と
は
、
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。

「
舞
姫
」
発
表
前
か
ら
、
軍
関
係
者
や
ド
イ
ツ
留
学
生
仲
間

の
な
か
に
は
、
エ
リ
ー
ゼ
を
め
ぐ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
噂
」
が

存
在
し
た
に
相
違
な
い
。
ま
た
「
舞
姫
」
発
表
後
で
は
、
文
士

仲
間
や
読
者
の
一
部
に
、
作
品
の
モ
デ
ル
は
森
林
太
郎
と
そ
の

恋
人
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
「
噂
」
が
生
ま
れ
て
い
て
も
不
思

議
は
な
い
。
だ
が
は
た
し
て
、
そ
う
し
た
「
噂
」
こ
そ
が
「
舞

姫
」
執
筆
の
動
機
だ
と
、
断
言
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
噂
」
に
関
す
る
推
測
を
い
く
つ
重
ね
て
も
、
ま
た
そ
う
し
た

「
噂
」
の
実
在
を
証
明
し
て
み
せ
た
と
こ
ろ
で
、
「
舞
姫
」
執

筆
の
動
機
、
つ
ま
り
は
鷗
外
の
心
の
う
ち
が
明
ら
か
に
な
る
と

は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
が
。

本
論
考
の
「
お
わ
り
に
」
は
、
さ
ら
に
読
者
を
惑
わ
せ
る
。

こ
こ
で
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
鷗
外
と
エ
リ
ー
ゼ
と
の

結
婚
問
題
と
い
う
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
鷗
外
は
エ
リ
ス
と
結
婚
す
る
意
志
を
も
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
成
瀬
正
勝
氏
の
論
を
受
け
た
山
﨑

國
紀
氏
は
、
『
祖
父
・
小
金
井
良
精
の
記
』
に
鷗
外
と
エ

リ
ス
が
面
会
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
二
人
は

人
格
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
だ
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
、

鷗
外
帰
国
と
エ
リ
ス
来
日
の
状
況
を
再
確
認
し
た
い
。

一
般
に
論
文
の
「
お
わ
り
に
」
は
、
本
論
の
「
ま
と
め
」
、

著
者
の
主
張
を
総
括
す
る
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
の
「
お

わ
り
に
」
は
、
そ
れ
自
体
が
別
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
個
の
論

考
と
な
っ
て
い
る
。
論
文
と
し
て
異
例
な
構
成
で
は
あ
る
が
、

と
り
あ
え
ず
そ
れ
は
良
し
と
し
よ
う
。
こ
こ
で
の
最
大
の
問
題

は
そ
の
内
容
に
あ
る
。
何
が
問
題
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
ま
ず

第
一
に
、
著
者
が
研
究
者
で
あ
れ
ば
当
然
踏
む
べ
き
手
続
き
を

怠
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
さ
ら
研
究
者
の
心
得
を
述
べ

る
の
が
本
旨
で
は
な
い
が
、
自
然
科
学
で
あ
ろ
う
と
人
文
科
学

で
あ
ろ
う
と
、
何
ら
か
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
を
試
み
る
の

で
あ
れ
ば
、
何
よ
り
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
先
行
研
究
の
有
無

を
確
認
し
、
そ
の
結
論
な
り
手
続
き
に
同
意
で
き
な
い
点
が
あ



- 50 -

『鷗外』94号

れ
ば
そ
れ
を
明
示
し
、
作
業
を
始
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
エ

リ
ス
来
日
の
状
況
を
再
確
認
」
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
最

初
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
詳
細
な
検

討
を
加
え
た
小
平
克
『
森
鷗
外
論
―
「
エ
リ
ー
ゼ
来
日
事
件
」

の
隠
さ
れ
た
真
相
』
、
拙
著
『
仮
面
の
人
・
森
鷗
外
―
「
エ
リ

(
3
8
)

ー
ゼ
来
日
」
三
日
間
の
謎
』
を
は
じ
め
、
本
誌
連
載
の
拙
稿
を

(
3
9
)

(
4
0
)

批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
か
ら
開
始
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
著
者
は
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
の
存
在
さ
え
気
づ
か
な

か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
気
づ
い
て
も
気
に
留
め
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
行
研
究
と
は
別
の
新
史
料
を
発
掘
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
研
究
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
対

応
も
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
ろ
う
。
だ
が
実
際
は
、
著
者
が
こ
こ

で
主
と
し
て
依
拠
し
て
い
る
の
は
、
「
石
黒
忠
悳
日
記
」
、
「
西

周
日
記
」
、
「
小
金
井
良
精
日
記
」
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
日
記

は
、
本
誌
連
載
の
拙
稿
で
、
翻
刻
文
で
は
な
く
、
す
べ
て
原
史

料
を
参
照
し
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
著
者
は
ま
ず
こ
れ
を
参

(
4
1
)

照
し
、
批
判
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
坂
井
論
文
が
こ
れ
ら
の
史
料
を
ど
の
よ
う
に
読

解
し
、
い
か
な
る
発
見
を
な
し
と
げ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に

検
証
し
て
み
よ
う
。
さ
し
あ
た
り
の
論
点
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
「
西
周
日
記
」
明
治
二
一
年
九
月
一
八
日
の
項
に
お
け
る

文
字
解
読
を
め
ぐ
る
問
題
。
②
「
石
黒
日
記
」
明
治
二
一
年
九

月
二
一
日
に
記
さ
れ
て
い
る
「
旅
費
」
を
め
ぐ
る
問
題
、
③
「
石

黒
日
記
」
明
治
二
一
年
一
〇
月
七
日
の
「
森
林
太
郎
母
幷
に
弟

妹
来
ル
」
に
つ
い
て
。

（
一
）
「
西
周
日
記
」
明
治
二
一
年
九
月
一
八
日
の
記
述
に

つ
い
て
。
著
者
は
川
崎
勝
の
翻
刻
に
し
た
が
い
「
森
ば
ゞ
来
り
、

(
4
2
)

婚
姻
の
返
納
を
述
ぶ
」
を
採
用
し
て
い
る
。
同
じ
個
所
を
、
あ

ま
ね
会
の
翻
刻
は
「
森
ば
ゞ
来
り
婚
姻
の
返
辭
を
述
ぶ
」
と
「
返

(
4
3
)

辭
」
と
解
読
し
て
い
る
。
一
方
、
拙
稿
は
「
森
ば
ゞ
来
り
婚
姻

(
4
4
)

之
返
詞
を
述
ふ
」
と
読
み
解
い
て
い
る
。
な
お
、
あ
ま
ね
会
や

川
崎
の
翻
刻
に
先
立
ち
、
森
林
太
郎
と
赤
松
登
志
子
と
の
結
婚

に
西
周
が
関
与
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
、
「
西
周
日
記
」
に

研
究
者
の
目
を
向
け
さ
せ
た
田
中
実
は
、
こ
の
個
所
を
「
森
林

太
郎
来
た
り
、
婚
姻
の
返
辭
を
述
ふ
」
と
読
ん
で
い
た
。

(
4
5
)

四
者
の
違
い
で
重
要
な
の
は
、
主
語
と
述
語
の
二
ヵ
所
で
あ

る
。
主
語
に
つ
い
て
は
「
森
林
太
郎
」
で
は
な
く
「
森
ば
ゞ
」

と
読
む
こ
と
で
ほ
ぼ
決
着
し
て
い
る
。
述
語
で
は
「
返
辭
」
も

「
返
詞
」
も
、
現
在
の
「
返
事
」
に
相
当
す
る
言
葉
で
、
と
も

に
用
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
異
質
な
の
は
「
返
納
」
だ
け
で
あ
る
。

『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
、
「
返
納
」
と
は
「
い
っ
た
ん
受
け
と

っ
た
も
の
を
返
し
お
さ
め
る
こ
と
」
で
、
一
般
に
金
品
に
つ
い
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て
使
わ
れ
、
結
婚
な
ど
人
事
に
関
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
は
な

い
。
と
も
あ
れ
「
森
ば
ゞ
来
り
、
婚
姻
の
返
納
を
述
」
べ
た
と

な
れ
ば
、
森
家
は
九
月
一
七
日
以
前
に
縁
談
を
い
っ
た
ん
は
承

諾
し
て
お
り
、
そ
れ
を
断
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
だ
が
し

か
し
、
森
家
は
そ
れ
ま
で
に
縁
談
を
承
諾
し
た
形
跡
は
な
い
の

で
あ
る
。「
西
周
日
記
」
九
月
一
〇
日
の
条
に
は
、「
舛
子
午
後
、

千
住
森
氏
を
訪
ひ
、
林
太
郎
の
帰
京
を
賀
し
、
且
赤
松
と
の
縁

談
を
申
込
む
。
彼
方
よ
り
の
返
答
を
申
置
く
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
森
家
が
婚
姻
を
承
諾
し
た
と
読
み
取
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
、
こ
の
縁
談
は
実
際
に
は
、
こ
の
日

に
な
っ
て
初
め
て
持
ち
出
さ
れ
た
話
で
は
な
い
。
西
家
は
、
鷗

外
の
留
学
中
に
話
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
裏
付
け
は
、

小
金
井
喜
美
子
の
「
次
ぎ
の
兄
」
の
以
下
の
よ
う
な
記
述
で
あ

る
。

西
さ
ん
の
仰
し
や
る
の
は
御
自
分
の
御
養
子
、
林
洞
海

氏
の
六
男
で
後
に
海
軍
の
將
官
に
お
な
り
の
方
、
そ
の
お

姉
様
赤
松
男
爵
夫
人
の
長
女
で
登
志
子
と
い
ふ
お
嬢
さ

ん
、
小
さ
い
時
か
ら
よ
く
知
つ
て
い
る
あ
の
娘
な
ら
と
思

ふ
と
の
こ
と
で
し
た
。
「
た
だ
本
人
の
気
持
に
任
せ
て
置

き
ま
す
」
と
御
返
事
す
る
と
、
今
度
は
直
接
に
お
兄
い
様

に
お
話
に
な
る
。
お
兄
い
様
は
ま
た
「
両
親
の
気
持
次
第

に
」
と
仰
し
や
る
。
お
互
に
そ
ん
な
事
を
言
ひ
合
つ
て
居

る
中
に
は
、
仲
人
の
熱
心
さ
が
い
つ
か
勝
を
し
め
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
私
共
は
便
の
あ
る
度
に
幾
分
か
づ
つ
進
ん

で
行
く
様
子
を
聞
く
だ
け
で
し
た
。

お
そ
ら
く
林
太
郎
は
、
西
か
ら
の
縁
談
に
乗
り
気
で
は
な
か

っ
た
に
相
違
な
い
。
当
人
が
承
諾
し
て
い
る
な
ら
、
両
親
が
「
本

人
の
気
持
に
任
せ
て
」
な
ど
と
回
答
す
る
筈
も
な
い
。
こ
と
に

よ
る
と
、
エ
リ
ー
ゼ
の
来
日
は
、
こ
の
縁
談
を
壊
す
意
図
が
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
西
升
子
の
森
家
訪

問
は
、
こ
の
縁
談
が
い
っ
こ
う
に
進
展
し
な
い
こ
と
に
苛
立
っ

た
西
周
が
、
林
太
郎
の
帰
国
に
あ
わ
せ
、
あ
ら
た
め
て
正
式
な

申
し
入
れ
を
お
こ
な
い
、
そ
の
返
答
を
催
促
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
仮
に
、
坂
井
論
文
が
主
張
す
る
事
実
、
つ
ま
り
九
月
一
八

日
以
前
に
森
家
が
こ
の
縁
談
を
承
諾
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

西
周
が
そ
の
こ
と
を
日
記
に
記
載
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た

い
。い

ず
れ
に
せ
よ
争
点
は
、
「
返
辭
」
か
「
返
詞
」
か
「
返
納
」

か
、
文
字
の
解
読
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
読
む
人
が
読

め
ば
解
決
す
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の

は
、
著
者
が
こ
れ
を
「
返
納
」
と
読
む
か
ら
に
は
、
森
家
が
赤

松
家
と
の
婚
姻
を
い
つ
承
諾
し
た
の
か
、
そ
の
論
拠
を
明
確
に
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す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
承
諾
し
た
縁
談
を
断
る
の
に
、
そ
の
使
者

を
「
森
ば
ゞ
」
が
つ
と
め
た
の
は
、
不
自
然
で
あ
る
。
こ
う
し

た
重
大
用
件
と
な
れ
ば
、
森
家
の
当
主
静
男
お
よ
び
母
峰
子
が

西
家
に
赴
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
森
ば
ゞ
」
が
西
家
を
訪

ね
た
九
月
一
八
日
に
は
、
赤
松
登
志
子
の
父
赤
松
則
良
海
軍
中

将
一
家
は
赴
任
地
の
佐
世
保
に
出
発
し
た
日
で
あ
る
。
赤
松
中

将
赴
任
前
に
返
事
を
す
る
よ
う
迫
ら
れ
て
い
た
森
家
は
、
縁
談

承
諾
の
回
答
を
祖
母
於
清
に
託
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

付
け
加
え
れ
ば
、
「
返
納
」
し
た
縁
談
で
あ
る
な
ら
、
「
西
周
日

記
」
一
〇
月
二
〇
日
の
条
に
「
留
守
に
森
家
内
、
次
男
を
連
れ

来
る
由
、
婚
姻
の
談
な
り
と
」
と
あ
る
の
を
ど
う
理
解
し
た
ら

よ
い
の
か
。
ま
た
一
〇
月
二
一
日
の
条
に
は
「
森
得
次
郎
来
り
、

マ
マ

兄
婦
の
事
急
を
要
す
る
由
を
述
ぶ
」
と
あ
る
。
こ
の
時
、
森
家

で
は
登
志
子
を
「
兄
婦
」
と
呼
ん
で
い
る
。
も
し
縁
談
が
「
返

納
」
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
表
現
は
あ
り
得
な

い
。（

二
）
著
者
は
「
石
黒
日
記
」
明
治
二
一
年
九
月
二
一
日
の

条
に
あ
る
「
森
林
太
郎
来
ル
旅
費
ノ
事
ヲ
談
ス
」
を
取
り
あ
げ
、

「
鷗
外
の
旅
費
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
エ

リ
ス
の
旅
費
に
つ
い
て
の
相
談
」
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
を
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
著
者
が
「
石
黒
日
記
」
の
原
文
を

参
照
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
解
で
あ
る
。
国
会
図
書

館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
「
石
黒
日
記
」
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月

か
ら
公
開
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
本

を
見
る
と
、
鷗
外
来
訪
の
二
日
前
、
九
月
一
九
日
の
条
に
、
石

黒
は
一
一
ヵ
月
間
の
海
外
出
張
に
お
け
る
交
通
費
や
諸
雑
費
の

支
出
金
額
を
五
頁
に
わ
た
っ
て
書
き
出
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く

は
、
出
張
旅
費
を
精
算
す
る
た
め
の
メ
モ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内

容
は
、
各
国
陸
軍
省
な
ど
へ
の
表
敬
訪
問
や
病
院
視
察
な
ど
が

一
件
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
。
何
に
使
っ
た
の
か
記
さ
れ
て
い

な
い
項
目
が
多
い
が
、
主
と
し
て
馬
車
代
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

れ
も
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ギ
ュ
ル
デ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
な
ど
、
訪
問
地
に
よ
り
異
な
っ
た
通
貨
単

位
で
記
さ
れ
て
い
る
。
「
森
林
太
郎
来
ル
旅
費
の
事
ヲ
談
ス
」

と
あ
る
の
は
、
通
訳
と
し
て
石
黒
と
旅
程
の
多
く
を
共
に
し
た

鷗
外
に
、
脱
漏
の
有
無
、
円
貨
へ
の
換
算
な
ど
精
算
書
類
を
チ

ェ
ッ
ク
さ
せ
、
あ
る
い
は
清
書
さ
せ
る
な
ど
の
作
業
を
手
伝
わ

せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
石
黒
日
記
」
九
月
二
一
日
の
条
を
、

鷗
外
が
石
黒
に
エ
リ
ー
ゼ
の
旅
費
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
い
っ

た
憶
測
が
な
り
た
ち
得
な
い
こ
と
は
、
原
本
を
見
さ
え
す
れ
ば

明
々
白
々
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
著
者
は
竹
盛
天
雄
「
石
黒
忠
悳
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日
記
（
抄
）
」
だ
け
で
、「
新
説
」
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
4
6
)

著
者
は
、
こ
の
他
に
も
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
さ
え
す
れ
ば
確
認

で
き
る
こ
と
さ
え
、
推
測
で
も
の
を
言
っ
て
い
る
。
最
終
節
冒

頭
の
「
酔
太
平
」
の
解
説
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
帰
国
す
る
船
上
で
、
鷗
外
が
石
黒
に
贈
っ
た
漢
詞
の
題
名

は
「
酔
太
平
」
で
あ
る
が
、
著
者
は
こ
れ
を
「
〈
酔
太
平
〉
と

い
う
の
は
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
太
平
楽
を
並
べ
る
と
い
う
意
味
だ

ろ
う
」
と
解
説
し
て
い
る
。
鷗
外
の
名
誉
の
た
め
に
コ
メ
ン
ト

す
れ
ば
、
「
酔
太
平
」
に
こ
ん
な
意
味
は
な
い
。
「
酔
太
平
」
と

は
、
「
詞
牌
」
名
の
一
つ
で
あ
る
。
韻
文
の
形
式
、
押
韻
の
個

所
や
各
句
の
平
仄
は
「
詞
牌
」
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
る
。
「
酔

太
平
」
に
は
二
体
ま
た
は
三
体
あ
る
と
い
う
が
、
鷗
外
が
採
用

し
た
の
は
第
二
体
、
そ
の
規
則
は
四
五
字
、
二
段
、
前
段
四
句
、

四
仄
韻
、
後
段
五
句
、
四
仄
韻
で
あ
る
。
陳
生
保
に
よ
れ
ば
、

鷗
外
の
「
酔
太
平
」
は
、
す
べ
て
の
面
で
規
則
に
合
致
し
た
作

品
で
あ
る
と
い
う
。
詳
し
く
は
拙
稿
を
参
照
願
い
た
い
。

(
4
7
)

(
4
8
)

（
三
）
「
石
黒
日
記
」
明
治
二
一
年
一
〇
月
七
日
の
項
に
あ

る
「
朝
森
林
太
郎
母
幷
ニ
弟
妹
来
ル
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
家

族
総
出
で
石
黒
に
鷗
外
の
身
の
上
に
つ
い
て
相
談
」
し
た
と
し
、

「
鷗
外
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
母
峰
子
が
、
何
か
石
黒
に
嘆
願

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
勘
ぐ
る
な
ら
、
こ
の
時
、
赤
松
家
の
縁

談
の
こ
と
を
石
黒
に
打
ち
明
け
た
の
で
は
な
い
か
。
赤
松
家
と

の
縁
談
話
が
出
る
前
な
ら
と
も
か
く
、
赤
松
家
の
縁
談
が
西
周

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
以
上
、
そ
れ
を
断
っ
て
、
エ
リ
ス
を
選
ぶ

と
い
う
の
は
、
森
家
に
と
っ
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
自
体
、
縁
談
「
返
納
」

と
い
う
読
解
と
ど
う
整
合
さ
せ
る
の
か
、
著
者
は
何
ら
の
説
明

も
せ
ず
、
不
可
解
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

本
誌
第
八
八
号
所
載
の
拙
論
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
参

(
4
9
)

照
願
い
た
い
が
、
「
小
金
井
良
精
日
記
」
一
〇
月
五
日
の
条
に

(
5
0
)

は
、
長
谷
川
泉
の
翻
刻
で
は
「
築
地
ニ
至
ル
」
と
し
か
書
か
れ

(
5
1
)

て
い
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
後
に
「
軍
医
学
舎
一
件
ア

リ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
鷗
外
が
小
金
井
の
目
前
で
、

エ
リ
ー
ゼ
に
軍
医
を
辞
職
す
る
決
意
を
語
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
鷗
外
が
こ
れ
を
す
ぐ
実
行
に
移
し
た
こ
と
は
、
八
日
の

「
石
黒
日
記
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
も
本
誌
第
八
九
号
の

拙
論
で
、
問
題
の
個
所
の
写
真
も
付
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
「
石

(
5
2
)

坂
よ
り
森
の
事
内
談
ア
ル
」
と
記
し
た
個
所
は
改
行
の
う
え
二

マ
マ重

丸
を
付
し
、
さ
ら
に
「
森
」
の
文
字
は
他
の
文
字
の
四
倍
以

上
も
大
き
く
文
字
ど
お
り
特
筆
大
書
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
個
所
は
、
森
林
太
郎
の
直
接
の
上
司
・
石
阪
軍
医
学
舎
舎

長
が
、
石
黒
に
森
の
辞
表
提
出
を
報
告
し
た
記
事
で
あ
る
と
し
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か
考
え
ら
れ
な
い
。
森
峰
子
が
、
す
で
に
他
家
に
嫁
い
だ
娘
と

次
男
を
伴
い
、
朝
か
ら
石
黒
宅
を
訪
問
し
て
「
嘆
願
」
し
た
の

は
、
林
太
郎
の
辞
表
を
受
理
せ
ず
、
辞
職
し
な
い
よ
う
説
得
し

て
欲
し
い
と
の
内
容
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
著
者
は
、
な
ん
ら
か
の
「
新
説
」
を
述
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
照
し
、
批
判
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

筆
者
は
、
今
回
「
舞
姫
」
は
「
な
ぜ
書
か
れ
」
「
な
ぜ
発
表

さ
れ
た
の
か
」
に
つ
い
て
論
考
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
っ
た
。

と
く
に
、
エ
リ
ー
ゼ
離
日
後
一
年
三
ヵ
月
目
に
「
舞
姫
」
が
発

表
さ
れ
た
謎
に
焦
点
を
当
て
る
つ
も
り
で
い
た
。

そ
の
準
備
作
業
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
最
近
の
論
考

に
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
、
看
過
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
そ
こ
で
、
予
定
を
変
更
し
、
小
堀
桂
一
郎
『
森
鷗
外
』

と
坂
井
健
「
『
舞
姫
』
は
な
ぜ
書
か
れ
た
か
？
」
を
と
り
あ
げ
、

コ
メ
ン
ト
し
た
次
第
で
あ
る
。

筆
者
が
「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
注
目
点
に
つ
い
て
両
論
文

を
検
討
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

エ
リ
ー
ゼ
の
来
日
目
的
に
つ
い
て
は
、
両
論
文
と
も
ま
っ
た

く
触
れ
て
い
な
い
。
多
額
の
渡
航
費
を
使
い
、
二
人
が
綿
密
な

打
合
せ
を
行
っ
た
う
え
で
彼
女
は
来
日
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
以
上
、
エ
リ
ー
ゼ
の
来
日
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

「
舞
姫
」
を
理
解
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
は
な
か
ろ
う
か
。

両
論
文
と
も
、
エ
リ
ス
の
モ
デ
ル
は
エ
リ
ー
ゼ
で
あ
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
小
堀
は
、
エ
リ
ー
ゼ
を
「
醜
聞
と
偁
し
て
よ

い
翳
の
部
分
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
坂
井
は
、
エ
リ
ー
ゼ
の

位
置
づ
け
を
明
白
に
は
し
て
い
な
い
が
、
鴎
外
に
と
っ
て
大
切

な
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
匂
わ
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

小
説
の
エ
リ
ス
と
実
在
の
エ
リ
ー
ゼ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て

み
る
と
、
両
者
と
も
徹
底
し
て
「
エ
リ
ス
」
し
か
使
っ
て
い
な

い
。
エ
リ
ー
ゼ
の
実
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
現
在
、
な
ぜ
「
エ

リ
ス
」
に
固
執
す
る
の
か
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

最
初
に
予
定
し
た
論
考
に
つ
い
て
は
、
後
日
を
期
し
た
い
。

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
助
言
を
賜
っ
た
畏
友
二
村

一
夫
法
政
大
学
名
誉
教
授
な
ら
び
に
共
同
研
究
者
小
平
克
氏
に
、

深
甚
な
る
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

引
用
文
献



- 55 -

最近の「舞姫」研究をめぐって

(
１)

林
尚
孝
：
「
舞
姫
事
件
」
研
究
の
意
義
と
そ
の
重
要
性
、

『
鷗
外
』
第
八
一
号
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〇
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〇
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〇
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潮
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Ｈ
Ｋ
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書
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八
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